
 

重点目標設定 
 

Ｒ６ 浜松市立神久呂中学校 評価シート 

Ｐ(計画) Ｄ(実施) Ｃ(評価) 
Ａ(改善) 説明責任 

【生徒・保護者・地域の状況】 

項目 優れている点 伸ばしたい点 

学習指導に 

ついて 

・「授業が分かる」と回答する生徒

が多く、学習への関心・意欲が

高い。 

・宿題は確実にやり遂げる。 

・学習内容を定着させるための自主的な家庭

学習の習慣を身に付けさせていく。 

・指導者の一人一人の課題に応じたよりよい

授業展開の方法を研修していく。 

生徒理解に 

ついて 

・思いやりがあり、素直で、前向き

に努力できる生徒が多い。 

・「学校が楽しい」と答える生徒の

比率が高い。 

・心をつなぐ学級学年経営及び生徒指導を実

践し、一人一人の生徒を大切にする。そし

て、生徒にとって安全・安心で居場所のある

学校づくりを推進していく。 

地域保護者 

連携について 

・ＰＴＡや健全育成会の組織がしっ

かりしており、学校に協力的であ

る。 

・ブログやさくら連絡網等で情報公開し、学校

の様子を伝えることにより、関係者の協力を

仰ぎ、開かれた教育課程の構築を目指す。 

 

【達成目標】 

 Ｒ６全国学力・学習状況調査において、正答率の平均が市、県、全国以上。 

 Ｒ６全国学力・学習状況調査における生徒質問紙の生徒理解項目の向上。 

 学校生活アンケート(生徒版・保護者版)における意識調査のポイント９０％以上。 

【キャリア教育で育てたい四つの力を向上させるための取組】 

〔つながる力〕〔見つめる力〕〔追究する力〕〔見通す力〕 

 主体的・対話的で深い学びを目指した授業を目指す。  

・基礎基本を押さえた確かな学力の育成 

・人・もの・こととの対話を大切にした授業の実践 

・協働的な学びを意識したＩＣＴ機器の活用 

・探究と横断的な学びを中心とした総合的な学習の時間 

 生徒一人一人とつながり、寄り添った指導による生徒理解を行う。 

・誰もが安心して自信と誇りのもてる学校づくり 

・さわやかなあいさつの実践 

・自他のよさに気づき、共に高め合う集団づくりをする行事の実施 

・思いやりや人間愛を大切にした道徳教育における心の耕し 

 保護者・地域とのつながりを大切にする。  

・地域ボランティア活動や地域防災活動の推進 

・夢や希望をはぐくむ進路学習 

 

 

 

＜学校運営協議会委員より＞ 

 アンケート結果より学校が楽しく学べる場となっている

ことが分かった。子どもたちにとって、学校が楽しい場

所であるということは素晴らしいことだと思う。今後もい

じめ０を目指したい。 

 明るいあいさつができる礼儀正しい生徒が多い。 

 保幼小中の一貫教育の地域だからこそ、子供同士の

関係性や地域との関わり合いができている。 

 地域から学校へのつながりがまだしっかりできていな

いので、地域の活動に参加できない子供がいるのでは

ないか。地域と学校の連携がこれからの課題だ。 

 

 生徒一人一人に対して教員が丁寧に関わり、生

徒理解を基本とした指導に努める。すべての生徒

にとって「いじめのない学校」を目指す。 

 主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善に

ついての職員研修が効果をあげている。今後も、

分かりやすい授業の実践に努める。 

 ブログやさくら連絡網で積極的に情報を公開し、

家庭・地域の協力をいただき、コミュニティスクー

ルを継続発展させていく。それとともに、学校・家

庭から生徒が地域の活動へ参加できる道筋をつく

っていく。 

【Ｒ６全国学力・学習状況調査、授業アンケートより】 

 国語 ６２．０％（市：６０ 県：５９ 全国：５８．１）   

 数学 ５６．０％（市：５６ 県：５５ 全国：５２．５） 

 

（生徒） 

 授業は分かりやすい  ９５％ 

 授業では仲間の意見を聞いて、理解を深めることがで

きた  ９６％ 

 
【Ｒ６全国学力・学習状況調査、学校評価アンケートより】 

 自分には、よいところがあると思う 

８５．０％(県：８４．６ 全国：８３．３) 

 将来の夢や目標をもっている 

６６．０％（県：６６．９ 全国：６６．３） 

（生徒） 

 学校や学級では互いを思いやり、認め合って生活して

いる  ９５％ 

 

(保護者)：以下設問共に前年比 1%向上し、改善している。 

 子どもは学校生活が楽しいと言っている。８９％ 

 学校は相談機能が充実し相談しやすい。８２％ 

 

【改善策】 

 全国学調はどちらの教科も市、県、全国以上だっ

た。「主体的・対話的で深い学び」を意識してさらに

授業改善を進めていく。 

 授業が分かりやすいという生徒の割合は９５％が肯

定的であった。協働的な学びを意識した ICT 研修の

継続、個別最適な学びの追究をしていきたい。 

 授業への取組も大変前向きで、学年が上がるごとに

良好な結果になっており、成長している。 

【改善策】 

自分にはよいところがあるという自尊感情が高かっ

た。一方で、将来の夢や希望を描けている生徒の割合

はまだ高いとはいえない。今後も、学校教育活動全体

でキャリア教育を推進し、学びを自分の人生や社会に

生かしていこうとする力、自分のよさや自分らしい生き

方を学ぶ力を更に伸ばしていきたい。 

【Ｒ６学校評価アンケートより】 

(生徒) 

 地域行事に参加している  ５１％ 

(保護者) 

 学校は便りやホームページ、ブログ等で情報をよく発信

している  ７８％ 

【改善策】 

１年の地域学習、２年の職業学習、３年の SDGs 学

習、あるいは教科で、地域の方を講師としてお招きし、

昨年度よりも多くの保護者・地域の方に協力いただいて

いる。今後も、情報発信に力を入れて家庭・地域と連携

し、地域に根ざした学校づくりを目指していきたい。 

自己評価 
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